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主な特長
小型・軽量で３倍ズーム付き
３倍ズームレンズ付きにもかかわらず、薄さ
22mm、質量は約255gの小型・軽量サイズ。どこに
でも気軽に携帯することができます。

多彩な記録モード
静止画をはじめ、音声や動画など６種類の記録モー
ドがあります。音声メモなどのマルチメディア情報
に対応できます。

ＰＣカード準拠
ＰＣカード準拠のメモリーカードに対応しているた
め、パソコンとのシステム化も汎用性をもって構築
することができます。
また、JEIDAにおいてまとめられたＤＳＣ規格にも
対応しています。

高画質
41万画素ＣＣＤ・メカニカルシャッターの搭載によ

り、高画質の映像をメモリーカードに記録すること
ができます。

記録・再生・消去一体型
記録・再生・消去をカメラで、簡単に操作できます。
また、液晶モニター（別売り）を取り付けると、そ
の場で情報を確認することができます。

多機能ワイヤレスリモコン
離れたところから多様な記録・再生機能を操作でき
るワイヤレスリモコンです。プレゼンテーション・
インフォメーションなどさまざまなアプリケーショ
ンに活用することができます。

通信機能
通信アダプター（別売り）などを取り付けると、パ
ソコンにデータを取り込むことができます。また、
モデム（当社推奨）と組み合わせることで、撮影し
た画像を電話回線により伝送することができます。

別紙一覧をご覧の上、ご連絡ください。

リコーサービス窓口

●電話番号をかけ間違えないよう、ご注意く
    ださい。

　　弊社製品に関する要望、その他お困りの点がございましたら、「お客様相談室」にご連絡ください。

　　  0120-000475　  FAX 0120-479-417
       ●この電話は東京都港区のリコー本社でお受けい
           たします。
       ●受付時間：9～17時（土、日、祝日を除く）

お買い上げいただきました弊社製品についてのお問い合わせは下記支店にご連絡ください。
■販売事業本部 東京都港区南青山1-15-5 (リコービル) 〒107 .................................... 03 (3479) 3111
■札 幌 支 店 札幌市中央区南一条東1丁目 (日本生命札幌大通東ビル) 〒060 ....... 011 (261) 9381
■仙 台 支 店 仙台市青葉区本町3-4-15 (阿部ビル) 〒980 ....................................... 022 (225) 4331
■関 東 支 店 大宮市仲町2-60 (仲町川鍋ビル) 〒330 .............................................. 048 (645) 1011
■東 京 支 店 東京都中央区銀座6-14-6 (リコー三愛ビル) 〒104 ............................ 03 (3543) 5111
■名古屋支店 名古屋市中区丸の内 (名古屋東京海上ビル) 〒460 ............................. 052 (201) 8211
■大 阪 支 店 吹田市江の木町34-5 (リコービル) 〒564 ........................................... 06 (337) 1161
■広 島 支 店 広島市中区東平塚町4-21 (リコー三愛ビル) 〒730 ............................ 082 (243) 2101
■福 岡 支 店 福岡市博多区博多駅東2-1-1 (福岡リコー近鉄ビル) 〒812 ................ 092 (441) 8731
■ＭＡ事業部 東京都中央区銀座6-14-6 (リコー三愛ビル) 〒104 ............................ 03 (3543) 5111
■光学事業部 東京都品川区東品川3-23-3〒 140 ........................................................ 03 (5479) 2937
※本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

リコーお客様相談室
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電波障害について
他のエレクトロニクス機器に隣接し
て設置した場合、お互いに悪影響を
及ぼすことがあります。特に、近く
にテレビやラジオなどがある場合、
雑音が入ることがあります。その場
合は、次のようにしてください。
・テレビやラジオなどからできるだけ
離す
・テレビやラジオなどのアンテナの向
きを変える
・コンセントを別にする

＜電波障害自主規制について＞
この装置は、第一種情報装置（商工
業地域において使用されるべき情報
装置）で商工業地域での電波障害防
止を目的とした情報処理装置等電波
障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）基
準に適合しております。
従って、住宅地域またはその隣接し
た地域で使用すると、ラジオ、テレ
ビジョン受信機等に受信障害を与え
ることがあります。
使用説明書に従って正しい取り扱い
をしてください。

テスト撮影について
必ず事前にテスト撮影をして正常に
記録されていることを確認してくだ
さい。

ご使用に際して
万一、デジタルカメラやメモリー
カードなどの不具合により記録や再
生されなかった場合、記録内容の補
償については、ご容赦ください。

保証書について
このデジタルカメラは国内仕様です。
保証書は日本国内において有効です。
外国で万一、故障、不具合が生じた
場合の現地でのアフターサービスお
よびその費用については、ご容赦く
ださい。

本書の一読と保管について
本書は、本製品の正しい使い方や使
用上の注意について記載してありま
す。本製品の機能を十分にご活用い
ただくため、ご使用の前に、本書を
最後までお読みください。
本書が必要になったとき、直ぐに利
用できるよう、お読みになった後は、
必ず保管してください。

著作権について
著作権の目的になっている書籍、雑
誌、音楽等の著作物は、個人的また
は家庭内およびこれに準ずる限られ
た範囲内で使用する以外、著作者に
無断で複写、改変等することは禁じ
られています。



2

目次
メモリーカードについて
メモリーカードの種類........... 37
ライトプロテクト .................. 40
メモリーカードのセット ....... 41
メモリーカード初期化........... 42
撮影の前に
日付・時刻を合わせる........... 44
視度を調整する...................... 46
カメラに慣れましょう
カメラの構えかた .................. 46

撮影

基本的な撮影
電源を入れます...................... 48
被写体の大きさを変える ....... 49
ファインダー内の表示の見かた .... 50
ランプ表示について .............. 51
画質モードについて .............. 52
撮影します（静止画モード）...... 53

いろいろな撮影機能
モード設定のしかた .............. 57
静止画＋音声モード
　 .................（記録モード）.. 60
連写モード ...（記録モード）.. 61
動画モード ...（記録モード）.. 62
音声モード ...（記録モード）.. 63
文字モード ...（記録モード）.. 64
強制発光モード
　 .................（ストロボモード）.. 65
ストロボ発光禁止モード
　 .................（ストロボモード）.. 66
セルフタイマー撮影
　 .................（セルフモード）.. 67
フォーカスロック .................. 69

主な特長

はじめに

安全上のご注意........................ 4
お使いになる前に .................... 9
システム構成図...................... 10
各部の名称 ............................. 12
情報パネルの表示について ... 15

準備
ストラップについて
ストラップの取り付けかた ... 18
ボタン電池について
ボタン電池のセット .............. 19
電源について
バッテリーのセット .............. 23
再生アダプターを本体に接続する ... 26
バッテリーを充電する........... 28
コンセントで使う .................. 31



3
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安全上のご注意
●安全に関する表示について
この使用説明書では、この製品を安全にご使用いただき、ご使用になる方やほかの人々への危害と財産への
損害を防ぐために、次のような表示をしています。
内容をよく理解した上で使用説明書の本文を読み、正しくご使用ください。

安全に関する警告表示

警告�
取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定されることを
示しています。

注意�
取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を
負う危険および物的損害の発生が想定さ
れることを示しています。

　　　
警告�

　　　
■ボタン電池について
カメラ、リモコン、メモリーカードに使
用しているボタン電池（酸化銀電
池、リチウム電池）は、特に幼児の手
の届かないところに置いてください。
万一、電池を飲みこんだ場合には、
直ちに医師と相談してください。
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注意�
■ボタン電池について

● 火災や感電防止のため、次のことをお守りください。
・金属製のピンセットなどで電池をつかまないでください。ショートすることがあります。
●液漏れや破裂、ケガなどの防止のため、次のことをお守りください。
・電池の＋極と－極の向きを正しくセットしてください。
・電池を分解や加熱、充電をしたり、水の中に入れたりしないでください。

■ニカド電池について

● 火災や感電防止のため、次のことをお守りください。
・周りに燃えやすいものを置かないでください。
・電池の電極をショートさせないでください。
・電池に張ってある外装チューブ（ビニール）をはがさないでください。ショートすることがあ
ります。
・湿気やホコリの多いところや、海水や雨水のあたるところでは使用しないでください。
・分解や改造をしないでください。
●液漏れや破裂、ケガなどの防止のため、次のことをお守りください。
・専用のＡＣアダプター／チャージャーで充電してください。
・ニカド電池の＋極と－極の向きを正しくセットしてください。
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注意�
・破損や寿命になっているニカド電池は使用しないでください。
・火気に近づけたり火の中に投げ込んだりしないでください。
・強い衝撃を与えないでください。
・充電日の異なる電池、形式・銘柄の異なる電池、古い電池と新しい電池など、電池を混用
しないでください。
・ハンダ付けしないでください。
<液漏れについて>
漏れた液が肌に触れると、火傷の原因になります。破損した電池に触れた場合は、すぐに水
で洗い流してください。（石鹸は使用しないでください。）また、液漏れが起こったときは、液を
よくふき取ってから、新しい電池を入れてください。



7

警告�
■ACアダプター／チャージャーについて

● 火災や感電防止のため、次のことをお守りください。
・同じコンセントには、他の機器の電源プラグを接続しないでください。タコ足配線は、電力
使用量がオーバーしてブレーカーが落ち、他の機器にも影響をおよぼします。
・コンセントに差し込むとき、または抜くときは、必ず電源プラグを持ってください。電源コード
を引っ張るとコードが断線することがあります。
・コードを無理に曲げたり、上に重い物をのせたりしないでください。また、周りに燃えやすい
ものを置かないでください。
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注意�
■ACアダプター／チャージャーについて
● 火災や感電防止のため、次のことをお守りください。
・ご使用にならないときは、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。
・本機の内部に液体をこぼしたり異物を入れないでください。
・布などに包んで使用しないでください。
・端子部や電源コードの金属部をショートさせないでください。
・分解や改造をしないでください。
・湿気やごみ・ホコリの多いところでは使用しないでください。
・直射日光の当たるところや、密閉した自動車内などの高温になるところで使用しないでく
ださい。
・台所などの油煙や湯気の当たるところ、風呂場などの水気のあるところでは使用しないで
ください。
・お手入れするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
●液漏れや破裂、ケガなどの防止のため、次のことをお守りください。
・専用の充電式ニカド電池以外は充電しないでください。
■異常について

使用中の機器に異常な音や異臭、および発熱などの不具合がみられる場合は、直ちにコン
セントから電源プラグを抜いてサービス実施店に連絡してください。機器が故障したり、不具
合のまま使用し続けないでください。
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お使いになる前に
●付属品の確認
次のものが揃っているかお確かめ
ください。また、保証書は内容を
お確かめのうえ、大切に保管して
ください。

●デジタルカメラ（本体）........................ １台
●再生 (プレイバック) アダプター ........ １個
●リモートコントローラ ......................... １個
●デート用ボタン電池
　（ＳＲ41：小さいボタン電池）............. １個
●リモコン用ボタン電池
　（ＣＲ2025：大きいボタン電池）......... １個
●マルチ端子カバー................................. １個
●ハンドストラップ................................. １個
●フロッピーディスク (1.44Mバイト 2HD) ...... ２枚
　情報取り込みソフト（簡易版）です。
　・Macintosh用（１枚）※1
　・Windows  3.1用（１枚）※2
●使用説明書（本体用：この本です）...... １冊
●操作説明書（情報取り込みソフト用）....２冊
●モニターカード .................................... １枚
●保証書
※1：Macintosh は、米国その他の国で登録された米国アップルコン

ピュータ社の商標です。
※2：正式名称は、Microsoft  Windows  Operating system Version 3.1で

す。MicrosoftおよびWindowsは米国Microsoft Corporationの米国
およびその他の国における登録商標です。
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再生ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ�

RS232C／ミニDIN8ピン�

カードリーダー�

Ｓ映像ケーブル／ＡＶ接続ケーブル�

メモリーカード�

モデム／デジタル携帯電話など�

ノートパソコン�

パソコン�
Windows3.1/Macintosh

通信ｱﾀ゙ ﾌ゚ ﾀー DT-1

�

通信ｱﾀ゙ ﾌ゚ ﾀー DT-1

RS232C／ミニDIN8ピン�

情
報
取
り
込
み
ソ
フ
ト�

�
DC-1

デジタルカメラ�

システム構成図
次のようなシステムで構成されています。

①

②

③

④

⑤
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■ＡＶ関連

①液晶モニターＤＭ－１（別売り）を接続して、記録した静止画、音
声、連写、動画をその場で確認。

②再生アダプター（付属品）からＳ映像ケーブル・ＡＶ接続ケーブルを
通じて、画像、音声をテレビでモニター。同様にビデオプリンターに
接続し、静止画をカラープリント。

■パソコン関連

情報取り込みソフトで取り込んだ情報をパソコンで編集し、カラープリ
ンターやカラー複写機でプリントすることができます。
③データが記録されたメモリーカードを直接ノートブックパソコンのＰ
Ｃカードスロットにセット。あるいは外付けのカードリーダーにメモ
リーカードをセットし、デスクトップパソコンに接続。

④ＲＳ２３２Ｃインターフェースなどから、メモリーカードの記録デー
タを直接デスクトップパソコンに入力。

■通信関連

⑤通信アダプターＤＴ－１（別売り）を、ＲＳ２３２Ｃインターフェー
スなどでモデムやデジタル携帯電話などと接続することで、他のデジ
タルカメラＤＣ－１、パソコン、ニフティーサーブなどと通信できます。

OUTPUT

TV

ビデオプリンター�

（カラー）複写機�

（カラー）プリンター�

液晶ﾓﾆﾀｰDM-1
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各部の名称
■カメラ本体 ストロボ／消去ボタン (P.57)

記録モードボタン (P.57)
情報パネル (P.15)

セルフモードボタン (P.57)
メインスイッチ (P.48)

ストラップ取り付け部 (P.18)

リモコン受信窓 (P.82)

レンズ

記録／セルフタイマーランプ (P.67)

オートフォーカス窓

ファインダー窓

ストロボ発光部 (P.55)

ズームレバー (P.49)

レリーズボタン (P.54)
（再生時のスタートス
トップボタンと兼用）
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ボタン電池ホルダー (P.19)

視度調整つまみ (P.46)

電池ぶた (P.23)

取り付け溝 (P.26)

ファインダー (P.50, 51)
日付（＋）ボタン (P.44)
時刻（送り）ボタン (P.44)

内蔵マイク (P.63)
画質モードスイッチ (P.52)

通信アダプター取り付け部
※通信アダプター（別売り）を取り
付けるときに使います。端子部の
接続不良を防ぐため、取り付け以
外ではカバーを外さないようにし
てください。

カード挿入口 (P.41)

※幅 3cm、奥行4cm
以内の雲台のもの
をお使いください。

　　　　　　　三脚ネジ穴

カード取出しレバー (P.41)
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4

■再生アダプター

S映像出力端子 (P.72)

映像出力端子 (P.72)

音声出力端子 (P.72)

モード切り替えボタン (P.29)

電源ランプ (P.32)

充電ランプ (P.29)

接続ケーブル

■ＡＣアダプター／チャージャー（別売り）

取り付けつめ (P.26)
ＥＪＥＣＴボタン (P.27)

電池ぶた (P.25)
電源（ＤＣ入力）端子 (P.28, 31)

電源コード (P.28, 31)
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情報パネルの表示について
情報パネルは、電池の状態や記録
可能枚数、設定されているモード
など、カメラの状態をマークや数
字で表示します。

記録情報表示
記録時：残り記録枚数、残り記録時間、日付・時

間表示、カード状態表示、モード表示
再生時：ファイル番号表示、カウンター表示、

カード状態表示、モード表示ストロボ表示
（表示なし）：自動発光

：発光禁止
：強制発光

文字モード
動画モード
連写モード

静止画モード

静止画＋音声モード

音声モード

SRAMカード用電池ーク
電池マーク

カード表示
メモリーカードがセットされていると
きに点灯します。

補足・この図では、全ての情報を同時に表示しています。実際は必要な情
報が表示されます。
・メインスイッチを「記録］にスライドした状態で、約３分半以上カ
メラの操作（ボタンやレバーの操作）をせずに放置しておくと、節
電のため「オートパワーオフ」になり、情報パネルには電池マーク
だけが表示されます。いずれかのボタンやレバーを操作することで、
再び電源が入ります。
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■警告表示と内容
次のような警告表示が情報パネルにでたときは、内容をご確認の上、対処してください。

　　　警告表示 状　態 　　　　　　　　　内　　　容 参照ページ
点　灯 メモリーカードがセットされていない。 　P.41
点　滅 メモリーカードが初期化されていない。 　P.42

他の機器で初期化したメモリーカードがセットされている。
メモリーカードのデータが壊れている。（初期化してください。）
指定以外のメモリーカードがセットされている。 　P.37, 38

点　滅 メモリーカードがライトプロテクトされている。 　P.40
点　滅 ニカド電池が消耗してきている。充電済みのニカド 　P.23

電池を用意してください。
消　灯 ニカド電池が消耗しました。 　P.23
点　滅 SRAMカードのボタン電池が消耗してきている。 　P.21

新しい電池を用意してください。
点　灯 SRAMカードのボタン電池が消耗しました。 　P.21
点滅 ※ 1 カメラのデート用ボタン電池が消耗してきている。 　P.19
点滅 ※ 2 カメラのデート用ボタン電池がセットされていない。 　P.19

※１・メインスイッチが［記録］の状態で電池の消耗を検出したときに、日付が約５秒間点滅します。
※２・日付（＋）ボタンまたは時刻（送り）ボタンを押したときに、その内容が点滅します。
※２・メインスイッチを［記録］にスライドしたときに、警告表示が約５秒間点滅します。
※２・日付（＋）ボタンまたは時刻（送り）ボタンを押したときに、その内容が点灯します。
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■データチェック中の表示
メインスイッチを［記録］または［再生］にスライドさせる
とメモリーカードのデータをチェックします。データチェッ
ク中は、情報パネルに次のような文字が表示されます。

●撮影
　表示 　　　機能 　　   参照ページ

セルフタイマー撮影 P.67

●消去
     表示              機能　　　参照ページ

メモリーカード初期化 P.42
ファイル消去 P.80

■エラー表示と内容
次のようなエラー表示が情報パネルにでたときは、内容をご確認の上、対処してください。

警告表示 内　　　容 参照ページ
記録に失敗しました。このとき記録したデータは正常に再生できないことが
ありますので、再度、記録してください。
消去に失敗しました。メインスイッチを「切」にしてから再び電源を入れ、 P.80
１枚テスト撮影してください。テスト撮影したデータを消去すると、消去に
失敗したデータも同時に消去します。
メモリーカードの初期化に失敗しました。再度、初期化してください。 P.42

表示 機能 参照ページ
メモリーカードのデータチェック P.48

●再生
　  表示          　  機能　　　参照ページ

自動再生 P.90
ランダム再生 P.92
クイックサーチ P.87
プログラム再生 P.94

■撮影・再生・消去の表示
操作中は、情報パネルに次のような文字が表示されます。


